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研究成果の概要（和文）：本研究では、アスリートのイップスの症状を測定できる尺度を開発し、イップスとメ
ンタルヘルスの問題との関連性を検討して、イップスの治療モデルの提案を行った。883名のアスリートを対象
に調査を行った結果、2因子10項目のイップス症状を測定する尺度が開発された。さらに、300名のアスリートを
対象に調査を実施したところ、イップスは抑うつ症状、不安症状、心的外傷性ストレス症状との関連が明らかに
なった。今後は、認知行動療法などの診断横断的アプローチをイップスに適用していくことが期待される。

研究成果の概要（英文）：In this study, we developed a scale to measure yips symptoms in athletes and
 examined the relationship between yips and mental health symptoms, proposing a treatment model for 
yips. A survey of 883 athletes resulted in the development of a 10-item, 2-factor scale to measure 
yips symptoms. Additionally, a survey involving 300 athletes revealed clear associations between 
yips and symptoms of depression, anxiety, and post-traumatic stress. In the future, the application 
of transdiagnostic approaches, such as cognitive-behavioral therapy, to yips is anticipated.

研究分野：臨床スポーツ心理学

キーワード： イップス　アスリート　メンタルヘルス

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
これまでのイップス研究は研究領域ごとに個々の研究者が単独で行い、イップスの症状を統合して理解していな
かったため、基礎研究が積みあがってこなかった (Clarke et al., 2015)。本研究は、イップス症状を統合して
測定する尺度を作成し、イップスの実態やメンタルヘルスとの関連性を明らかにすることができた。本研究の成
果は、イップスの症状の早期発見と、イップスに対する有効な介入法確立に向けた示唆を提供している。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１． 研究開始当初の背景 
 
イップスは「スポーツパフォーマンスにおける微細運動技能の実行に影響を及ぼす、心理、神
経筋の障害」であり、選手のパフォーマンスに悪影響を及ぼすものである (Clarke et al., 2015)。
これまでイップスの発症の要因については、「メンタルの弱さ」や「性格の問題」として誤解さ
れてきたため、選手が公言できずに一人で抱え込んでしまい、症状が悪化する事例が報告されて
きた (石原・内田, 2017)。このような偏見の背景には、イップスの症状の実態が明らかになって
おらず、イップスによってどの程度競技生活に支障をきたしている選手がいるのか、正しい知識
が広まっていないことが挙げられる。 
これまでのイップス研究は、研究領域ごとに個々の研究者が単独で行い、イップスの症状を統
合して理解していなかったため、基礎研究が積みあがってこなかった (Clarke et al., 2015)。そ
のため、イップスの症状を統合して測定する尺度が必要である。イップスによる困難を抱えてい
る選手を把握して、実証に基づく知識を提供することで、今後イップスに対する偏見を取り除く
ことに貢献することが期待される。 
従来イップスの症状とメンタルヘルスの問題との関連性が指摘されてきたが、理論的指摘に
留まり、実証的には明らかにされてこなかった。メンタルヘルスの問題に対しては、疾患ごとに
治療モデルが提唱されており、そのモデルに合わせた技法を選択して功を奏している。本研究で
イップスがどのようなメンタルヘルスの問題と関連しているのかを明らかにすることで、科学
的根拠のある治療モデルをイップスに応用するための示唆を得ることができる。 
 
２． 研究の目的 
 
本研究では、我が国のアスリートのイップスの実態を把握し、心理社会的治療の基礎を築くた
めに、イップス症状を測定できる尺度を開発し、イップスとメンタルヘルスの問題との関連性を
検討した。 
 
３． 研究の方法 
 
(1) イップス症状の実態把握 
栗林他（2019）が提唱した操作的定義に基づき、臨床スポーツ心理学を専門とする大学教員と
臨床心理士がイップス症状を測定するための項目を準備した。その結果、イップス症状は、イッ
プスの有無を評価する 1 項目、イップス症状 6 項目、イップスによる生活への支障度 1 項目に
より構成された。 
イップス症状の内容的妥当性を検討するために、臨床スポーツ心理学を専門とする大学教員、
スポーツ精神科医、神経科医、スポーツメンタルトレーニング指導士を含む専門家チームが項目
を評定した。その結果、当初 6項目であったものが、専門家の意見を取り入れ、10項目になっ
た。最終的に、12項目（イップスの有無を評価する 1項目、イップス症状 10項目、イップスに
よる生活への支障度 1項目）からなる項目が準備された。本研究では 10項目のイップス症状の
みを分析に用いた。妥当性の検討には、競技特性不安尺度（橋本他, 1993）を用いた。 

883名のアスリートを対象に、オンラインによる質問紙調査を行い、イップスの症状があると
回答した計 247名（女性 103名、男性 144名、平均年齢=30.93歳（SD=10.27））を分析対象者
とした。加えて、イップスの症状を示す選手の特徴を整理するために、イップスの症状が出現す
る状況、プレイや動作、考え、対処方法、結果について、回答を求めた。 
 
(2) イップスとメンタルヘルスの問題との関連性の検討 

300名のアスリートを対象に、オンラインによる質問紙調査を行った。イップスの症状がある
と回答した計 109名を分析対象者として、作成したイップス症状を測定する尺度と、PHQ-9日
本語版（Muramatsu et al., 2018）、GAD-7日本語版（村松, 2014）、LSAS-J日本語版 (朝倉他, 
2002)、IES-R改訂出来事インパクト尺度日本語版 (Asukai et al., 2002）との関連性を検討し
た。 
 
４． 研究成果 
 
(1) イップス症状の実態把握 
 約 28％のアスリートがイップスの症状を報告した。準備したイップス症状を測定する項目に

ついて、探索的因子分析および確認的因子分析を行った結果、2因子 10項目のイップス症状を

測定する尺度が開発された。第 1因子はイップスの身体的症状の項目（例：特定のプレイや動作

をするときに、身体のある部分 (一部) が突然・急にふるえることが起こりましたか。）で構成さ



れており、第 2因子はイップスの心理的症状の項目（例：特定のプレイや動作をする時に、とて

も強い恐怖または不安を感じましたか。）で構成されていた。尺度は、専門家の検討による内容

的妥当性、競技不安との相関による構成概念妥当性、高い内的一貫性が示された。さらに、確認

的因子分析の結果、適合度はおおむね許容範囲内であった。 

イップスは多種多様な競技のプレイや動作で生じており、「レギュラーから外されるんじゃな

いか」、「失敗したら評価が下がるんじゃないか」、「失敗したらどうしよう」などの思考が多く抽

出され、競技不安に関連する思考（例：栗林他, 2018）とも類似していた。 

 
(2) イップスとメンタルヘルスの問題との関連性の検討 
イップス症状は、抑うつ症状、不安症状、心的外傷性ストレス症状との関連があることが明ら

かになった（PHQ-9日本語版：r= .55, p<.001、GAD-7日本語版：r= .59, p<.001、LSAS-J日

本語版：r= .54, p<.001、IES-R改訂出来事インパクト尺度日本語版：r= .60, p<.001）。イップ

ス症状は、特定の疾患との関連性だけではなく、幅広いメンタルヘルスの問題との関連が示され

たことから、今後は認知行動療法などの診断横断的アプローチをイップスに適用していくこと

が期待される。 
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